
東
京
・
台
東
区
清
川
町 

2
丁
目
界
隈

は
、
-
泊 

1
0
0
0

円
台
か
ら 

2
0
0
0

円
台
の
「
ド
ヤ
」
と
呼
ぶ
簡
易
宿
泊
所
が

ひ
し
め
く
通
称
山
氏
ロ
の
ド
ヤ
街
。
朝
か

ら
仕
事
に
あ
ぶ
れ
た
日
雇
い
労
働
者
ら

が
た
む
ろ
す
る
。
無
料
診
療
所
の
順
番

を
待
つ
行
列
が
並
ぶ
横
丁
を
抜
け
る
と
、

4
階
建
の
集
合
住
宅
「
き
ぼ
う
の
い
え
」

が
あ
る
。

死
に
行
く
人
の
枕
も
と
で

「
お
静
か
に
ど
う
ぞ
」
と
導
か
れ
て

階
の
一
室
の
ド
ア
を
押
す
と
、
そ
こ
は

別
世
界
だ
っ
た
。
や
わ
ら
か
い
、
さ
さ
や

2

く
よ
う
な
、
え
も
い
わ
れ
ぬ
ハ 

l
プ
の
メ

dI220ue前副t

不川 両受 19尾崎雄抑歩く

日本のマザー・テレサをめざす

山谷のホスビス「きぼうのいえ J


東京・山谷 

l すみだリバーサイド支援機構 |l

治癒困難な病気の日雇い労働者を受け入れる

ホスビス「き iまうのいえjが門戸を聞いて 1 年半。

一銭も公の補助金は貰わず

「日本一のケァjを提供する秘密は?

“施設"と“在宅"の狭間をさまようケアの

明日を求めて山谷のドヤ衡を訪ねた。

山谷のメインストリートに鐘つ「きぼうのいえ j

施設でも自宅でもない終の棲家


I 



'・

一 -
ロ
デ
ィ
l

..
f希望の賓というよりも無践の家? J をつくってしまった山本雑基拘段畏と美恵夫人 

の

べ

「

ツ

カ

レ

ナ

イ

デ

ス

カ

?

」

と

尋

ガ

ト

ウ

。

ジ

ヤ

ア

、

モ

ウ

、

イ

y

キ

ヨ

ク

」

:

:

:

。

ハ

ー

プ

今

」

演

奏

す

る

の

は

キ

ャ

ロ

ル

・

サ

ッ

ク

さ

ん

。

ア

メ

リ

カ

人

の

ボ

ラ

ン

芳

T
ア

だ

。

名

刺

の

肩

書

は

「

ミ

ュ

ー

ジ

ッ

ク

・

サ

ナ

ト

ロ

ジ

ス

ト

」

。

ホ

ス

ピ

ス

や

病

院

で

死

に

行

く

人

の

枕

も

と

で

癒

し

に

携

わ

る

ホ

ス

ピ

ス

ケ

ア

の

専

門

家

で

あ

る

。

ミ

ュ

ー

ジ

ッ

ク

セ

ラ

ピ

ス

ト

(

立

息

否

探

法

士

)

と

違

っ

て

患

者

の

脈

、

体

温

、

呼

吸

な

ど

パ

イ

タ

ル

サ

イ

ン

を

確

か

め

な

が

ら

一

人

ひ

と

り

の

患

者

に

ふ

さ

わ

し

い

曲

90 慮。ナチュラル・空ーミナルケアのー粛としてミュ ジァヲ・サナトロジーを

を

ふ

さ

わ

し

い

仕

方

で

ハ

l
プ

を

奏

で

す

試

み

で

、

ミ

ユ

l
ジ

y
ク

・

サ

ナ

ト

ロ

り

、

賀

子

な

ど

の

基

本

教

育

が

必

要

だ

。

キ

ャ

ロ

ル

さ

ん

は

ア

メ

リ

カ

・

モ

ン

タ

ナ

州

の

専

門

校

で

2
年

間

の

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

を

受

け

て

資

格

を

取

っ

た

。

有

資

格

者

は

世

界

に

印

人

。

日

本

で

は

「

き

ぼ

う

の

い

え

」

の

キ

ャ

ロ

ル

さ

ん

が

初

め

て

む

こ

こ

で3
人

の

墨
Z

最

っ

て

き

た

。

ほ

か

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

も

乏

杉

な

顔

ぶ

れ
a
リ

フ

レ

ク

ソ

ロ

ジ

ス

ト

(

足

裏

マ

ッ

サ

ー

ジ

師

)

、

看

護

師

、

鎖

灸

師

、

介

護

理

容

師

、

大

学

生

、

査

院

生

、

本

十

詑

員

、

カ

ト

リ

ッ

ク

の

シ

ス

タ

ー

と

修

道

士

、

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

牧

師

、

浄

土

宗

の

妊

娠

中

の

主

婦

な

ど

が

入

れ

替

わ

り

立

ち

替

わ

り

患

者

を

お

世

話

す

る

。

二

の

子

ど

も

を

連

れ

て

く

る

母

事

弓

。

白

、

フ

ァ

ミ

リ

ー

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

で

患

者

は

ド

ヤ

の

中

で

病

気

に

な

っ

た

り

、

路

上

で

倒

れ

て

い

た

り

、

救

急

車

で

運

ば

れ

た

り

し

て

福

祉

事

務

所

か

ら

紹

介

さ

れ

た

末

期

患

者

。

ほ

と

ん

ど

が

高

齢

者

で

、

身

寄

り

が

な

い

人

々

。

た

支

え

あ

う

が
:
:
:
。
日
本
人
形
と
一
緒
に

ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
る
女
性
患
者
(
卯
患
の

枕
も
と
で
外
国
人
の
女
性
が
、
や
さ
し
い

眼
差
し
を
そ
そ
ぎ
な
が
ら
弦
を
爪
弾
い 

て

い

た

。

弾

き

終

、

え

た

指

を

患

者

の

手

に

さ

し

会

音

楽

に

よ

る

看

取

り

を

現

代

に

生

か

る

。

中

世

の

修

謹

抗

で

行

わ

れ

て

い

た

教

ね

る

と

、

「

い

い

音

楽

だ

ね

え

。

あ

ん

た

ジ

ー

と

い

う

(

直

訳

す

れ

ば

死

生

音

楽

は

や

さ

し

く

て

締

麗

だ

ね

え

」

。

「

ア

リ

学

)

。

音

楽

だ

け

で

な

く

生

理

学

、

看

取

病床の女性は 

受けている。日本で初的ての試みだ



ン
テ
ィ
ア
犯
人
。

訪
問
診
療
・
看
護

か
ら
厨
事
委
託
・

在

宅

酸

素

ま

で

外

'
・
5

乙ァイ-ア
、

ン
バ

一
フ
カ

ー

部
資
源
と
し
て
活

ー 

・ρ
干
ポ
リ 

用
・
連
携
し
て
い

p

a

-

-

F

E

~
r

る

医

療

機

関

、

事

業

所

、 

N

P

O

、

家族はどこに〉

チャペルに安置された

元患者の遺骨

且
か
社

山
町
口

の
'
い
い

宗

u

土
文
浄
注
は

の
副

費

者

敵
串
山

団

体

の

数

は

合

わ

せ
て
お
。

泊

施

苧

乞

設

置

・

運

営

す
る 

法

人

N
P

O

フ

ァ

ミ

リ

ー

ハ

ウ

ス

事

務
局

長
だ

っ
た

山

と
え
家
族
は
い
て
も
縁
が
途
切
れ
て
い

る
だ
け
に
、
こ
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

家
族
同
様
。
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ホ
ー
ム
レ
ス
の
た
め
の
ホ
ス
ピ
ス
を

東
京
都
認
可
の
第
二
種
社
会
福
祉
事

ム
や

さ

ん

が

「

ホ

ム

レ

ス

の

た

め
の
ホ

ス

ピ

療

施
設
で

な
い
特
別

養
護
老
人

ホ 

l

l

棟

)
だ
と

生
活

サ
ー
ビ

ス
が

十
分
に

で
き

な

い
う
え

、

癌
・
エ

イ

ズ

以
外

の
末

期

患

者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
医

本
雅
基
さ
ん
と
、
妻
で
看
護
師
の
美
恵

H

業

と

し

て

オ

ー

プ

ン

し

た

の

は 

ス
を
」
と
立
ち
上
げ
れ 

グ

ル

ー

プ

ホ
ム

で

は
外

部

の

医

療
サ

ー

2

0

0

2

フ
ァ
ミ
リ
ー
吋
の
手
に
負
え
な
い
医

療
、
年

出

月

。

開

設

・

運

呂

は

医

療

法

人

で

も

J
E

l

ア

」

と

呼

ん

で

い

る

。 

ビ
ス

を
制

限
さ

れ
る
。

と
こ
ろ

が
、

こ
こ

は

じ

め

借

家

で

開

始

し
よ

う
と

「
数

百

N

P

O

看
護
、
介
護
と
厨
房
や
ソ
|
シ
ヤ
ル
ワ
ー

社

会

福

祉

法

人

で

も 

法

人

で

も

ク

な

ど

専

門

サ

ー

ビ

ス

は

、

病

院

・

診
療
な
い
、
有
限
責
任
中
間
法
人
の
山
谷
・
す

l

所

、

在

宅

ホ

ス

ピ

ス

専

門

医

、

訪

問

看

護
み
だ
リ
バ 
サ
イ
ド
嘉
慨
機
構
だ
。
小
児

軒
の
不
動
産
犀
」
に
あ
た
っ
た
が
、
こ
と
ご

は
「
在

宅

」
だ
か

ら
医
療

保
険
と

介
護

保

と
く
門
前
払
い
。
仕
方
な
く
土
地
を
買

っ
険
を
利
用

し
て
有

償
・
無
償

の
芸
春
績

て
建
物
作
り
か
ら
着
手

し

た
。
「

無
謀
の
を

フ
ル

に
取

り
入

れ
、

医

療
・

福

祉
・

生
活

l
億

家
」
と
山
本
夫
妻
は
笑

う

。
事
業
費

ス

テ

ー

シ

ョ

ン

、

介

護

会

社

な

ど

と

契
約
。癌
な
ど
難
治
世
挟
患
児
童
と
家
族
の
宿

の

サ

ー

ビ
ス

歩

主
主

台

一

人

ひ
と

り

に

ふ

ロ
わ

せ
て
提
供
で
き
る
。
解
決
す
べ
き
課
題

l

施
設
長
と
看
護
王
任
が
ソ
|
シ
ヤ
ル
ワ 

6
5
0
0万
円
は
借
金
と
賛
同
者
の
寄

カ
|
と
相
談
し
な
が
ら
一
人
ひ
と
り
の

付
。
運
営
費
は
患
者
の
生
活

保

護
費
と
は

あ
る

が
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
ケ
ア

の
先

キ

リ

ス

ト

襲

五

な

ど

か

ら
の

寄

付
金

で

賄駆

的
な

取

り
組

み

で

あ

る
。

患
者
の
生
活
と
病
状
に
合
わ
せ
て
ケ

ス

フ

v

ラ
ン
を
練
り
、
医
師
・
訪
問
看
護
師
・
ヘ

ル

パ
l
ら

プ

ロ

が

、

会

期

的

ま

た

は

必

要

に

応

じ

て

各

種

サ

ー

ビ

ス

を

提

供

し

て

く

れ

る

よ

う

手

配

す

る

。

こ

れ

は

欧

米

の

ホ
ス

ヲ

」め

特

徴

は

め

ヌ

タ
ッ

フ
が

共
有

す
る

ピ
ス
に
似
た
や1
4

っ
て
い
る
。
目
指
す
は
「
マ
ザ・

テ
レ

サ

l

の
『
死
を
迎
え
る
人
の
家
」
日
本

版
」
(

山

本

夫

妻

)

。

宗
教
・
宗
派
を
超
え
た
人
間
愛
の
連
帯

感
、
(
安
全
亥
死
を
含
め
て

あ

ら
ゆ
る

末
期

患
者
の
看
取
り
を
す
る
、
⑦
施
設
の
よ
う

刀
な

患

者

の

定

員

は

む

人

で

、

す

べ

て

個

室
だ
か
ら
周
囲
に
気
兼
ね
せ
ず
、
最
期

ま

で

そ

の

人

ら

し

い

ケ

ア

が

で

き

る

。
ス

タ
ッ
フ
は
有
給
日
人
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
ボ
ラ

に
見
、
会
「
在
宅
」
ケ
ア
の
場
ー

よ
あ
る
。

医

療

制

度

の

ホ

ス

ピ
ス

(
緩

和
ケ

ア
病

医療は在宅医療の往惨医が来てくれる

.d.
 たけ L

尼崎縫 ジャーナリスト 

1942 年生まれ。 65 年早稲田大学政経学部卒。

日本経済新聞社で婦人家庭部次長、 I日経 Wo 

manJ 編集長、絹集委員等を歴任。元仙台白

百合女子大学教慢。

社)成年後見センヲー・リーガ Jレサポート理事。

老・病・死を考える会世話人。

著.に『人間らしく死にたい H介纏保険に蹄け

今日の見舞客(右)は元演

敵直面。昔『釜ケ崎エレジー I

をレコ ドに吹き込んだ

る男たち j など。

ー・・~:浅田悠樹


